
平成２５年第１０回函館市教育委員会定例会 会議録 
 

 

１ 

 

日  時 

 

平成２５年１０月１６日（水） 午後４時 

２ 場  所 教育委員室 

３ 出席委員 橋田委員長，小葉松委員，佐藤委員，山本委員 

４ 欠席委員 河村委員 

５ 事 務 局 政田生涯学習部長，小山学校教育部長，平井生涯学習部次長， 

對馬生涯学習部次長，渡邉管理課長 

６ 傍 聴 者 なし 

７ 付議事項  

日程第１ 議案第１号 教育長の任命について 

日程第２ 議案第２号 教育委員会委員長および同職務代理者の選任について 

日程第３ 議案第３号 函館市立南本通小学校の敷地の変更に関し，議決を求めることに

ついて 

日程第４ 報 告 事 項 財団法人 函館市文化・スポーツ振興財団の公益財団法人への移

行について 

日程第５ 平成２６年度予算についての意見交換 

■橋田委員長 

○ 開会宣言  午後4時 

○ 議事録署名人に，小葉松委員，佐藤委員を選任。 

○ 本日の日程のうち，日程第1，議案第1号「教育長の任命について」および日程第2，議案

第2号「教育委員会委員長および同職務代理者の選任について」さらに日程第5「平成26年

度予算についての意見交換」を秘密会としたいがいかがか。 

 

   〈異議なし〉 

 

■橋田委員長 

○ 異議がないので秘密会とさせていただく。 

○ それでは，日程第1，議案第1号「教育長の任命について」を諮る。 

 

   （秘密会につき，会議録省略） 

 

■橋田委員長 

○ 議案第1号は，原案のとおり可決する。 



○ 次に，日程第2，議案第2号「教育委員会委員長および同職務代理者の選任について」を

諮る。 

 

   （秘密会につき，会議録省略） 

 

■橋田委員長 

○ 議案第2号は，原案のとおり可決する。 

○ 次に，日程第3，議案第3号「函館市立南本通小学校の敷地の変更に関し，議決を求める

ことについて」を諮る。 

 

■生涯学習部長 

○ 議案第 3 号「函館市立南本通小学校の敷地の変更に関し， 議決を求めることについて」

説明する。 

○ 本議案は，南本通小学校の敷地の一部について，通学路用地を廃止するため，敷地面積

を変更しようとするものである。 

○ 現在，南本通小学校の敷地は，所在地「花園町ほか」，地番「44 番 84 ほか 19 筆」，土

地面積は，13,430.69 ㎡であり，このうち，廃止しようとする通学路用地は，188.70 ㎡

で，次ページ図面の赤色の線で囲んだ3筆である。 

○ 従って，変更後の敷地は，土地面積13,241.99㎡となる。 

 

○ なお，この土地については，通学路用地として鮫川を通る人道橋の建設および移設時に

取得したものであるが，市道本通中央通 2 号線の建設により，花通橋の下に位置し，現在

は使用しておらず，現在の通学路は，緑色の線で表示しているとおりであるため，教育活

動への特段の支障はないものと判断し，土木部へ引き継ごうとするものである。 

 

■橋田委員長 

○ 議案第3号は，原案のとおり可決する。 

○ 次に，日程第4，報告事項「財団法人 函館市文化・スポーツ振興財団の公益財団法人へ

の移行について」報告を求める。 

 

■生涯学習部長 

○ 「財団法人 函館市文化・スポーツ振興財団の公益財団法人への移行について」配付資料

をもとに，報告する。 

○ 1ページをご覧いただきたい。公益財団法人への移行についてであるが，平成20年 12月

に施行された公益法人制度改革関連三法は，民間による非営利の活動を活発にするととも

に，一般的な非営利法人について，目的・事業等の公益性を判断する仕組みを創設するた

めのものであり，法律で定められている法人の種類は，公益法人と一般法人の 2 つがあ



る。 

 

○ 今回，文化・スポーツ振興財団は，公益財団法人へ移行することとし，平成 25 年 10 月

10日に，北海道へ公益財団法人への「移行認定申請」を行ったところである。 

○ なお，「公益財団法人」移行後の体制については，現在の財団法人函館市文化・スポー

ツ振興財団と概ね同様であり，市民サービスへの直接的な影響は生じないものと考えてい

る。 

 

○ 次に，2 ページをご覧いただきたい。今後のスケジュールについてであるが，平成 25 年

10 月 10 日に北海道へ移行認定の申請を行っており，平成 26 年 3 月に移行の認定，同年 4

月に公益財団法人への法人登記を行い，公益財団法人として事業を開始する予定となって

いる。 

 

■橋田委員長 

○ ただいまの報告事項について何かあるか。 

 

■小葉松委員 

○ 公益財団法人へ移行するメリットは何か。 

 

■生涯学習部長 

○ 先ほどもご説明したとおり，法律で定められている法人の種類は一般法人，公益法人の 2

種類しかなく，公益の方がハードルが高いと言われている。一番大きなメリットは税制上

の優遇を受けることができることである。 

 

■橋田委員長 

○ 次に，日程第 5「平成 26 年度予算についての意見交換」に入るが，本件については，平

成26年度の予算要求にあたり，委員のみなさまのご意見を伺う場とするものである。 

 

   （秘密会につき，会議録省略） 

■終了宣言 

○ 午後5時30分 

 



 

議事録署名人  小葉松 洋 子 

〃     佐 藤 敬 一 

 

調製者庶務係  水 山   学 

 


